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例5仮説検定①(平均値の検定・母分散既知の場合)

【問題】 あるビール製造工場では、容器が 350mlの缶ビールが最も多く製造されている。

ところが最近、どうも容量が設定値の 350mlと は異なることが多いとの報告が何回

かあつた。そこで、本当に要領が平均的に 350mlかどうかを検討するために、10

本の缶ビールをランダムに取って容量を測つたところ、次のようなデ
ータが得られ

た。 (単位 :ml)

349.1  348.2  348.1  350.5  350.3  350.1  349.2  348.6  349.5  348.2

このデータから標本平均を計算すると、χ =349.18と なる。また、過去の経験から、

缶ビールの容量の (母)分散はσ
2=(0.9)2で

ぁることが分かつていこ2_こ の結果か

ら、「やはり平均的に350mlではない」と結論付けてよいだろうか?

確かにそう結論付けても良いように見える。しかし、データのばらつきを考えれば、たま
たま

平均が 350を下回つただけではないか、と反論することも可能だろう。
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例6仮説検定②(平均値の検定・母分散未知の場合)

【問題】 陸上競技の選手であるBさんは、100m走で、平均で 12秒より速く走れるといつ

て自慢している。Bさ んの友達は、このことを確認したかつたので、Bさ んに時

FH5をおいて 9回走ってもらつたところ、以下の記録を得た (単位 :秒 )。

11.98  11.99  12.00  12.05  12.05  12.00  11.97  11.98  11.96

この デ ー タ の標 本 平 均 と標 本 分 散 は、 そ れ ぞ れ χ =H.997778、

s2≡ 0.00104438 と計算できる。Bさ んは 100mを平均で 12秒より速く走るこ

とができると結論できるだろうか ?有意水準を 0.05と して仮説検定を行いなさ

い 。
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